
JP 2017-511958 A5 2018.3.15

10

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第１区分
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【ＦＩ】
   Ｈ０５Ｂ   37/02     　　　Ｚ
   Ｈ０５Ｂ   37/02     　　　Ｅ
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【手続補正書】
【提出日】平成30年2月2日(2018.2.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　通信モジュール、コントローラ、ユーザインタフェース素子、及び不揮発性メモリを含
む照明装置であって、
　前記コントローラは、前記照明装置の出荷時新品状態が設定状態にある場合に、前記通
信モジュールを介してZigBee（登録商標）ネットワークへのZigBee（登録商標）出荷時新
規接続を確立し、前記出荷時新品状態が設定状態にない場合に、出荷時新規接続を確立し
ないようにプログラミングされ、
　前記ユーザインタフェース素子は、前記コントローラに結合され、複数の位置の間で物
理的に作動可能であり、
　前記不揮発性メモリは、前記ユーザインタフェース素子が前記複数の位置のうちの第１
の位置にあることの表示を保存し、
　前記出荷時新品状態が設定状態にない場合には、前記コントローラは、前記照明装置の
切り離された後のＡＣ電源への再接続に際し、
　　前記ユーザインタフェース素子の感知された位置を、前記不揮発性メモリに保存され
た前記表示と比較すること、
　　前記比較に基づき、前記感知された位置が第１の位置と異なることを判断すること、
及び
　　前記判断に応答して、前記出荷時新品状態を設定状態に変更すること、
を実行するように更にプログラミングされる、照明装置。
【請求項２】
　前記ユーザインタフェース素子は、前記照明装置上の、前記照明装置が設置される際に
人がアクセスできない位置に配置される、請求項１に記載の照明装置。
【請求項３】
　前記照明装置は照明スイッチである、請求項２に記載の照明装置。
【請求項４】
　前記照明装置は人感センサである、請求項２に記載の照明装置。
【請求項５】
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　前記ユーザインタフェース素子は第１の位置へと付勢される押しボタンである、請求項
１に記載の照明装置。
【請求項６】
　前記コントローラは、前記照明装置が前記ＡＣ電源から切り離される前に前記ユーザイ
ンタフェース素子が第１の位置にあることを感知し、第１の位置の表示を前記不揮発性メ
モリに保存する、請求項１に記載の照明装置。
【請求項７】
　前記ユーザインタフェース素子はディップスイッチである、請求項６に記載の照明装置
。
【請求項８】
　装置の出荷時新品状態が設定状態にある場合に前記装置をネットワークに接続するステ
ップと、
　前記ネットワークへの接続に応答して前記出荷時新品状態を非設定状態に変更するステ
ップと、
　前記装置がＡＣ電源から切り離されているがエネルギー蓄積デバイスによって電力を供
給されている間にユーザインタフェース素子の位置の変化を感知するステップであって、
前記ユーザインタフェース素子は、前記装置の一部であり、且つ複数の位置の間で作動可
能である、ステップと、
　前記ユーザインタフェース素子の位置の変化の感知に応答して、前記出荷時新品状態を
設定状態に戻すステップとを含む、ネットワークへの装置の接続を管理する、方法。
【請求項９】
　前記ユーザインタフェース素子は、照明装置上の、前記照明装置が設置される際に人が
アクセスできない位置に配置される、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記装置が前記ＡＣ電源から切り離されると、前記装置の前記エネルギー蓄積デバイス
から電力を受け取るステップを更に含み、前記ユーザインタフェース素子の位置の変化を
感知するステップは、前記装置が前記ＡＣ電源から切り離されると、前記ユーザインタフ
ェース素子の位置の変化を感知するステップを含む、請求項８に記載の方法。
【請求項１１】
　前記装置が前記ＡＣ電源から切り離される前に前記ユーザインタフェース素子の位置を
感知するステップと、前記装置が前記ＡＣ電源から切り離される前の前記ユーザインタフ
ェース素子の位置の表示を保存するステップとを更に含み、
　前記ＡＣ電源からの前記装置の切り離しに続いて前記ユーザインタフェース素子の位置
の変化を感知するステップは、前記装置が前記ＡＣ電源に再接続される際の前記ユーザイ
ンタフェース素子の位置が、前記装置が前記ＡＣ電源から切り離される前の前記ユーザイ
ンタフェース素子の位置の保存された表示とは異なることを判断するステップを含む、請
求項８に記載の方法。
【請求項１２】
　通信モジュール及びコントローラを含む照明装置であって、
　前記コントローラは、前記照明装置の出荷時新品状態が設定状態にある場合に、前記通
信モジュールを介してZigBee（登録商標）ネットワークへのZigBee（登録商標）出荷時新
規接続を確立し、前記出荷時新品状態が設定状態にない場合に、新規接続を確立しないよ
うにプログラミングされ、前記出荷時新品状態が設定状態にない場合には、前記コントロ
ーラは、ある期間内に照明装置に供給された電力のオン／オフサイクル数をモニタリング
し、オン／オフサイクル数が閾値を満たす場合に、前記出荷時新品状態を設定状態に変更
するように更にプログラミングされる、照明装置。
【請求項１３】
　装置の出荷時新品状態が設定状態にある場合に前記装置をZigBee（登録商標）ネットワ
ークに接続するステップと、
　ZigBee（登録商標）ネットワークへの接続に応答して前記出荷時新品状態を非設定状態
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に変更するステップと、
　ある期間内に前記装置に供給された電力のオン／オフサイクル数をモニタリングするス
テップと、
　前記オン／オフサイクル数が閾値を満たす場合に、前記出荷時新品状態を設定状態に変
更するステップとを含む、ネットワークへの前記装置の接続を管理する、方法。
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